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lnoceramus teshioensis Nagao and Matsumotoの生活様式

早川浩司＊

Mode of life of Inoceramus teshioensis Nagao and Matsumoto. 

Hiroshi HAYAKAWA* 

ABSTRACT The material was collected from the Upper Turonian of Nakagawa, Hokkaido. This outcrop is situated at 

500m south-east from the type locarity of Inoceramus teshioensis Nagao and Matsumoto and thought to be the equivalent 

horizon-With the type-locality. Through the observation of a cluster of Inoceramus teshioensis, it is revealed that the clus-

ter of I. teshioensis represents a colony in situ and covered by thin storm sand layer. Small ammonites and plant debris 

are trapped around the cluster. From the reconstructed position preserved in a nodule，よ teshioensisis considered to be a 

epifaunal bivalves with their anterior side down. Although shells were slightly deformed vertically, considerablly wide 

variation of shell-form in a colony. 

Key words : Inoceramus teshioensis, Saku Formation, autochthonous, morphological variation 

はじめに

中生代白亜紀の示準化石であるイノセラムス類の

自生的産状についての報告が近年増えつつある．イノ

セラムス類は様々な岩相から産出し，示準化石とし

ての有効性が認められている一方で，周囲の環境に

対しても巧みに適応しており示相化石としての一面

も見逃せない．イノセラムス類の分類の基礎となる

個体変異を知る上でもコロニーとしての集団標本の

検討は重要であり，また分類だけでなく化石層序を

考える上でもさらに研究が必要である．近年，こう

したイノセラムス類の機能形態と生活様式の関係に

ついても研究が行われるようになった（利光ほか，

1992 ; Nikkawa and Tashiro, 1996). Inoceramus 

teshioensis Nagao and Matsumotoは，その名前からも

分かるように， Nagaoand Matsumoto (1939）によっ

て北海道中川郡・天塩中川地域などより産出した標

本をもとに提唱された後期チユーロニアンの示準イ

ノセラムスである．殻は左右不等殻で，左殻の方が
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若干膨らみが強い．よ teshioensisは北海道各地の上

部チユーロニアン階のみならず，九州の大野川層群

（野田， 1969; Noda, 1975；野田ほか， 1995）など

からも多数産出することが知られている．

岩相と堆積相

よteshioensisの密集部は，安平志内川の天塩川と

の合流点近くの中部蝦夷層群中の砂岩泥岩互層中よ

り採集された（図1・3). よtashioensisの安平志内産

の後模式標本｛Sp.rg. no. I・7ll(Tk): Noda (1975）に

より指定）の産地は Nagaoand Matsumoto (1939）で

は LowerAbeshinai Bedとされており，詳しい産地

については記されていない．松本（1939,1942）は

安平志内地域の中部菊石層上部の砂岩泥岩互層につ

いて佐久層を定義し，その後佐久層には北から南へ

α～δの4つの岩相変化があることが示された

(Matsumoto, 1942）.松本・岡田 (1973）はそのうち

αを佐久層の模式として定義し， よteshioensisが

Ild3最上部の砂岩泥岩互層のシルト岩がちの部分に
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多く産出することを指摘した．ここで報告する標本

の産地は Matsumoto(1942）の pl.12のLoe.679 （図

1：河川流路変更により現在とは流路が異なる）に

相当し，佐久層岩相区分のαである．砂岩泥岩互層

中（図3・a）に挟まれている砂岩は層厚が10cm程度

までで，平行あるいは低角斜交葉理（図3-b）のほ

かに明瞭ではないもののハンモック状斜交葉理に類

似した堆積構造（図3・c）が発達する．泥岩部は淘

汰が悪く，砂や植物片，イノセラムスの殻の破片な

どがパッチ状に集中するところが見られる．

堆積場は，層厚の厚い癒着したハンモック状砂岩

が見られないことから，平均的なストーム波浪限界

深度よりは深いと考えられる．しかし，薄い砂岩中

にはハンモック状斜交葉理と思われる構造が認めら

れたり，砂岩層上部が緩く波打つていることから，

強いストーム時にはストーム波浪の影響を受けてい

るような場所であったと推定される．また，明瞭な

境界を伴う砂岩層で層厚が 1cmに満たないような

厚さのものはほとんど見られず，平穏時には海底の

底生生物の活動によって一時的に堆積した薄い砂の

層は擾乱されている．

殻の保存状態

よteshioensisの密集したノジュールは，砂岩泥岩

互層の泥岩部より採集され，上部を薄い砂岩層で覆

われていた．ノジュールと泥岩は色の違いは見られ

るがその境界は不明瞭で，石灰質ノジュール部分か

ら母岩である泥岩部へと漸移している．ノジュール

は楕円形で，長軸に沿って約60cmほどで，殻の密

集部がその中心にある．ノジュール内で合弁で閉じ

ている個体の内部は周囲とは異なりやや薄茶色で菱

鉄鉱質であると考えられる．これは内部だけが周囲

から隔離された閉鎖的環境になり，その結果生じた

微小な貧酸素環境内で早い時期に形成されたと考え

られる（早川ほか， 1991, 1994）.ノジュール中に

は少なくとも13個の合弁個体が認められる.Nagao 

and Matsumoto (1938）によるよ teshioensisの記載通

り，やや左殻の膨らみの強い左右不等殻で，両殻と

もに同心円肋が発達した円形～亜円形である．

図2・aはノジュールの周辺部をクリーニングし，

漸移部を取り除いた標本で， よteshioensisの密集し

たノジ、ユールを層理面に平行な面で下側から見た状

態である．この面において，殻の前部から殻頂にか

けての部分が観察され，殻は前部を下にし，翼部を

上にして立っている姿勢をとっているものが多い．

層理面に垂直な断面で殻の状態を見ると，合弁の場

合は図2・bの様にやや両殻が開いており，殻は続成

過程で上下方向にやや圧縮され変形している．ノジ

ュール内において，垂直方向での殻の保存状態に大

きな差はなく，殻の一部分が埋没していたような産

状は見られない．図2・cの右殻は他の個体と比べ，

膨らみが弱く，成長途中において膨らみの変化が見

られる．

これらの観察から採集したよ teshioensisの密集し

たノジュールはほぼ同じ大きさの合弁個体からな

弘前部を下に，翼部を上にした状態で埋没してい

る個体が多いことが分かる．これは本来の生息姿勢

を保持していると考えられるものの，完全な表生で

急速な埋没によりそのような姿勢が保持されたもの

図2. a.株の下面から見た I.teshioensisの産状．合弁

で，やや開いているものが多い．

b. 合弁の個体（1の写真の矢印A)（×0.6倍）．ほ

ぽ左右等殻．

c.ややふくらみの弱い右殻（×0.6倍）．

d.株の上面に含まれていた Araucariavulgarisの

枝と葉（×0.6倍）．
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なのか，あるいはもともと一部，あるいはかなりの

部分が泥のなかに埋没した内生であったのかについ

ては直接的に証明することができない．懸濁食で，

水管を持たないイノセラムス類は完全に泥に埋って

生息することはできず，また，足の証拠もなく移動

能力はほとんどなかったのではないかと思われるこ

とから，海底流による細粒な堆積物による覆いは，

たとえ薄くても致命的であったと考えられる. I. 

teshioensisが現生のイガイの様に足糸を出して固定

し，同世代の個体が密集するような生活様式を泥質

の海底でとっていたとすると，時折堆積物の流れ込

む海底はイノセラムス類にとって住みやすい環境で

あったとは言い難いのではないだろうか？多くの個

体がほぼ棲息姿勢のまま上下方向に圧縮された状態

であることから，ノジ、ユールはよ teshioensisのコロ

ニー内での姿勢がそのまま保存されていると考えら

れるが，この時の海底堆積物との関係については現

段階では推定することができない．よ amakusensisグ

ノレープの大型個体には小型のカキが多数付着してい

たりまた，よ hobetsensisの場合は穿孔痕も見られる．

このような付着性生物の痕跡がよ teshioensisの殻に

見られないことは，殻が堆積物で覆われているよう

な内生であったことを示すのかもしれないが，一方

でその排他的な産状からKauffman(1986）の解釈のよ

うにイノセラムス類の一部が貧酸素環境に適応して

いたのであれば，必ずしも内生である必要はない．

このようなイノセラムス類のコロニーがそのまま

保存されている例として早川ほか (1994）が I.

(Cataceramus) balticusの例を示した．イノセラムス

類の一部の種が株をつくっていたであろうというこ

とは，前田（1986），’早川 (1990），利光ほか (1992)

などが報告している．利光ほか（1992）は大型で膨

らみのない殻を持つ I.(Sphenoceramus) schmidti 

(Michael）の殻の機能形態から，翼部を上にして海底

に立っていたであろうと予想し，またそのときに殻

の一部を海底の堆積物中に埋めていたと推定してい

る．もし，小 型のイノセラムス類が I.

(Sphenoceramus) schmidtiの様に海底堆積物に少しだ

け埋没した姿勢で生息していたとするならば，急速

に大量の堆積物が流れ込んだ場合は層理に垂直な姿

勢を保った合弁個体が発見されるかもしれない．

よteshioensisの株が含まれているノジ、ュールの下

面は図2-aに見るように殻頂の一部がノジュールか

ら突出している．このノジュールの下面とその直下

の母岩との聞には特に明瞭な境界は認められない

が，ノジュールとその直下の堆積物とでは固結度が

異なるためは容易に母岩から分離する．ノジュール

の上面には一部に明らかな一方向の擦痕が認めら

れ，おそらく続成や基盤運動の過程でずれが生じた

ものと考えられる．

この論文ではよ teshioensisの生息姿勢がどちらか

の殻を下にした姿勢でなく，前部を下にして立って

いることを示した．早川 0990）はよ uwajimensis

の産状から，小型のよ uwajimensisは膨らみが強く

密集して産出するのに対し，大型の個体は見かけ上

は平らで散在していることを示した．この場合，小

型の個体が密集する場合にもよ teshioensisと同様な

生息姿勢をとっていたと考えられるが，大型の個体

では前部の平らな部分の面積も狭いので海底に立つ

ような姿勢では安定せず，どちらかの殻を下にして

横たわっていたほうが安定しているように思われ

る．層理面に平行な姿勢で地層に含まれているよ

uwjimensisは露頭での観察では左殻を下にしている

場合が多い．また，よ hobetsensisでは不等殻で，や

や左殻のほうが膨らみが強く，殻頂部も左殻のほう

がやや突出していることから，同様に左殻を下にし

て横たわっていた可能性がある．これらのような生

息姿勢は種によって決まっているのであろうが，成

長のある時期に生息姿勢が変わることも考えられ

る．例えば， I.pennatulusのグループは成長途中で

膨らみが変わるが，大きさによって産状も異なって

いる．このことについては別の機会に報告する．

共存化石

ノジュール中には共存化石として，よ teshioensis

密集部の周辺に小型のアンモナイトや植物化石が見

られる．観察した河原に露出する砂岩泥岩互層中に

は，数種類の生痕化石とウニ（図3・d），ツノガイ，

イノセラムス以外には生物の多様性が低いのもこの

産地の特徴でもある．海底に突出したイノセラムス

の株に引っかかった様な産状の化石としてアンモナ

イトでは Gaudrycerastenuiliratum, Tetragonites 

glabrus, Scalarites mihoensisが得られているが，いず

れも上部チユーロニアン階，特に佐久層lidα には

普通に見られる種である．また，裸子植物のナンヨ

ウスギの仲間であるAraucariavulgaris （図版1・d)

と思われる植物片もノジュールの周辺部に見られ

た．

まとめ

中川町の安平志内川に露出する露頭で観察された

よteshioensisの密集層産状および，その中での殻の

保存状態から次のようなことが示される．

今回観察したよ teshioensisの密集レンズは生息場
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において化石化した現地性のコロニーである．この

コロニーはストーム起源の海底の流れを乱れさせる

障害物であり，その周辺に起こった乱流に巻き込ま

れた”掃き寄せ産状のアンモナイト”などがイノセ

ラムスと一緒に保存されている．

このよ teshioensisが生息していた場所は，多様性

は低いものの底生生物のみられる海底で，その深度

は，平均的なストーム波浪限界深度よりは深いもの

の，強いストーム時にはその波浪の影響が及ぶ程度

の海底であった．

1つのよ teshioensis密集レンズにおいてその大き

さはほぼ揃っており，このコロニーを形成する個体

の年齢が同じであると考えられる．また，コロニー

内において殻の形態に若干の差異が認められるが，

このコロニーを 1つの個体群と見なすと，この程度

の個体変異が存在することがわかる．これは，新川

ほか (1994）が指摘した姿勢による殻形成の制約

（＝形態変化）を支持する標本かもしれない．

I. teshioensisの場合，殻の変形様式から前を下に

した姿勢で埋没しており，殻の全部あるいは一部が

堆積物中に潜っていた内生 （infauna）か，完全な表

生 （epifauna）であったかについては今後の研究に

譲る．
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旨

北海道中川町の佐久層模式岩相より Inoceramusteshioensis Nagao and Matsumotoの集団標本を採集した．本

種には地域による形態変異が知られているが，模式地域である中川安平志内のコロニーを検討した結果，同

一集団においても殻形態変異が認められることがわかった．また，自生的産状の個体の得られた地層の堆積

相についても，ストーム堆積物の認められる陸棚沖合相であることがわかり，イノセラムス化石層序上も考

慮が必要であると考えられる．


